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0 - 0,kbON'-ke10'+kJO/-0,kbOHo'+kei'-0 clamped

























0(S,i)- u･i+V ･ cosvGs
で,形を変えずに一定速度で回転すると予想される.(u,Vはe-ehのみの関数.)これら
の結果は数値実験のそれと定量的に一致する4 .
A
座標βは駆動力のない ｢自然な｣状態での線状構造に沿ってとったいわば"elasticgauge"
である｡これは系が弾性的な性質をもっているから採用されたのであり,o≦tに対して
o≦S≦1という良い性質を持っ.これに対して,曲線の記述に関してより一般性をもっ
ていると思われるkinematicequation
atk+∂lk(1.1kVdl,･C)+k2V+∂12V-o
(lは弧長,k(l,i)は曲率,V(k)は曲線の速度の法線成分,Cは端点の速度の接線成分)
による記述を考えるとすると,その座標である弧長lの最大値 Imaxは一般に時間tに依
存することが予想される.(たとえば,一株回転状態ではJmax-const.だが,振動状態で
はJmaxも対応する周期で振動していることが数値計算によって示されている.)これは,
kinematicequationを導出するために用いられる"orthogonalgauge"pを用いた場合でも
同様である.(この場合,一様回転状態であっても (っまり全長が時間によらなくても)
pmaxはtの単調減少関数になることが予想 される.)このように時間によってシステムサ
イズが変化するような系による記述の可能性について議論した｡
4 ｢両端を固定された場合(例えばhinged-hingedの場合),振動不安定は起きるか?｣という問いに対する答えは,
直観的には r香｣だが理論的な証明はまだないようである.
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